
古文書の会     1２月５日・１２日・１９日 

・２６日(火)９：３０～ 

英語教室      １２月６日・２０日(水)10：00～ 

おはなし会     １２月１６日(土)１４：００～ 

 「冬」 

           １月６日(土)１０：３０～ 

「年
と し

神
が み

さま」 

古本リサイクル市  １２月１６日(土)・１７日(日) 

１０：００～ 

アメリカの歴史講座 １２月２４日(日)1０：０0～ 

大人のおりがみ教室 １２月２７日(水)1３：３0～ 

ロビー展      「クリスマス」 

子育て支援展示   「行事食とからだ」 

ティーンズ展示   「平安文学の世界」 

絵本の会展示    「クリスマス」 

 

大人のおりがみ教室 
とき   １２月２７日(水) 

１３時３０分～ 

ところ  多目的室 

内容   お正月かざり 

定員   ２０名程度(先着順) 

参加費  １５０円 

申込期限 １２月２０日(水)まで 

申込先  図書館カウンター 

  ☎ ６２－０２７３ 
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図書館２０周年記念絵本ライブ 子どもも大人も絵本を楽しもう！ 

１１月１９日(日)、絵本作家tupera
ツ ペ ラ

 tupera
ツ ペ ラ

の亀山達矢さんをお迎えして、 

図書館２０周年記念絵本ライブ「子どもも大人も絵本を楽しもう！」を開催しました。 

参加された人たちは、亀山さんと一緒に大きな声で絵本を読んだり、歌にあわせて 

手を叩いたりと大盛り上がり。子どもも大人も、 

みんな笑顔で思う存分絵本を楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                      

                                            

 

 

 

 

 

 

土庄町立中央図書館 
<ほんとぴあ> 

761-4121 

 香川県小豆郡土庄町渕崎甲 1400-1 

TEL（0879）62-0273・FAX（0879）62-2922 

e-mall：library@town.tonosho.lg.jp 

 

図書館友の会主催 古本リサイクル市 

とき  １２月１６日(土) １０時～１６時まで 

    １２月１７日(日) １０時～１５時まで 

ところ 多目的室 

おうちで眠っている本と交換します。お 1 人様５冊まで。 

※破損しているもの、古すぎるものは交換できませんので 

ご了承ください。 

図書館の達人教室 
10 月 29 日(日)、今年も図書館の達人教室

を開催しました。参加した 6 名の皆さんは、

図書館の中を見学して、図書館の本について

勉強した後、カウンターでの貸出と返却など、

図書館のお仕事に挑戦しました。 

 

 

 

 

 

 

最初は緊張していた人も、慣れてくると楽

しくなって「もっとお客さんが来たらいいの

に」と残念がったり、「もっとやりたい」「ま

たやってみたい」などなど、最後は一人前の

達人の顔になっていました。 

 楽しかったね！ 

mailto:library@town.tonosho.lg.jp


 

                             

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                   

 

 

12 月                     1 月 

 

※１２月２８日(木)は１７時で閉館します。 

 

は休館日です。開館時間は９時から１８時です。水曜日のみ１９時まで開いています。 

※CD・DVD の返却口への投函は破損する恐れがありますので固くお断りします。 皆様のご協力をよろしくお願いします。 

日 月 火 水 木 金 土 

     １ ２ 

３ ４ ５ 〈６〉 ７ ８ ９ 

１０ １１ １２ 〈１３〉 １４ １５ １６ 

１７ １８ １９ 〈２０〉 ２１ ２２ ２３ 

２４ ２５ ２６ 〈２７〉 ２８ ２９ ３０ 

３１       

日 月 火 水 木 金 土 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７ ８ ９ 〈１０〉 １１ １２ １３ 

１４ １５ １６ 〈1７〉 １８ １９ ２０ 

２１ ２２ ２３ 〈２４〉 ２５ ２６ ２７ 

２８ ２９ ３０ ３１    

「りゅうおうさまのたからもの」 文：イチンノロブ・ガンバートル 絵：バーサンスレン・ボロルマー 

訳：津田 紀子 出版：福音館書店 

このお話は、どこにでもあるむかし話「金の斧銀の斧」「うらしま太郎」「もも太郎」などに似たお話です。 

昔、モンゴルの草原になまけ者の兄と働き者の弟の羊かいがいました。ある日、弟が川のそばを歩いていた時、

鳥につかまった美しい魚を助けたことから始まりました。竜王さまの使いがあらわれ、いつのまにか竜王さまのと

ころへ…。おみやげをもらって帰ったまでは良いのですが、兄によって竜王さまとの約束を 

やぶられたからたいへん。弟はもう一度竜王さまのもとへ行くのですが…。 

「『その他の外国文学』の翻訳者」 編：白水社編集部 出版：白水社 

「外国文学」と聞いて、どの言語で書かれた文学を思い浮かべますか？まずは英語、それからフランス語、 

ドイツ語といったところでしょうか。 

この本で取り上げられているのは、ヘブライ語、ベンガル語、マヤ語、バスク語などなど。日本ではなじみが 

薄いものが多いですが、翻訳者たちの、その言語との出会いや、翻訳の工夫と文学への思い、 

言語と社会の関係などが詳しく紹介されています。 

どの言語も、日本語に翻訳されている本は多くありませんが、この本を読めば興味がわいて、 

「読んでみようかな」という気持ちになれますよ。 

 

「栄光のバックホーム」   著：中井 由梨子 出版：幻冬舎 

皆さんは「奇跡のバックホーム」と呼ばれる出来事はご存知でしょうか？ 

先ごろ、阪神タイガースが１８年ぶりの優勝を決めた時、監督の胴上げと共に宙に舞ったユニフォームをご存知でし

ょうか？ 今年の夏、若くして亡くなった永遠の【背番号２４】横田慎太郎さんの番号です。 

 この本は、横田さんのお母さんが亡き息子の生きた人生を生まれる前から亡くなった後までを綴った実話です。 

特に、文頭の息子が亡くなった時の描写には涙がこみ上げてくる思いを感じます。実話がフィクションを超える感動

を与えてくれるでしょう。 

 


